
「Ｅ療と介護の連携による自立支援JM修会・発表会
の発表事例の曇集

医縦と介護の遮携により高齢者の自立につながった取祖事例を、医療・介護回係者をは

じめ,行敦,県Ｒの方に知っていただくため、「Ｆ療と介護の連携による自立支援」研修会・

発表会を開催します。

皆さまが日ごろかられり組んでおられることを発表していただき、票内で[Ｅ療と介護の

連携による自立支援に郎すたれ祖みが普及することを目指します。是非御応募いただきま

すようおぼいします。また、肖日の発表者の中から特に白立に資する事例を選ぢし、表彰

する予定です。

l　jl表が象者

介護療養型[ﾀﾐ療施設、介護き人保４施設、こ域リハビリテーションセンター、サービ

スイ才き高齢者「1(1け住宅、縦期入所生ほ介護事業所、短期入所療養介護事業所、地域密着

やサービス事業所、jj所介護事業所、通所リハビリテーション事業所、特定加iな人そ者

圭ほ介護事業所、特ZI」養護き人ホーム、あ問介護事業所、あ回看護事業所、あ回リハビ

リテーション事業所及び有料き人ホームの職員、または介護事業所や個人のグループ等

２　事例発表

（1）発表時間は、１人10分とします。発表後、ポスターセッション形式で、発表事例

の詳紬な内容について、参加者の質問に答えながら説明を行います。

（2）発表者は、所定様式の「事例内さ報告Ｍ紙」にまとめ、３大」１日（木）までに県医師

会事務局へ提ｍしてください。なお、「事例内容報告ｍ紙」原稿とはSりに、発表肖日

JIのデータ（パワーポイントで原m24枚以内にまとめること。）を作縦し、３１２日

（金）までに加紙様式によりＣＤ、メール等でをｉ加います。

(3)

(4)

(5)

(6)

Ｒ表者が多数の揚合は、審査委員会で選考します。

本募集については、熊本県Ｋ師会及び熊本県のホームページにも掲載しています。
ホームページＵＲＬ

回市ｆ　常

後日、熊本県のホームページにも掲載されます。

既に発表済みの事Ｍのホ募も可おです。

対象となる発表事例

【例示】

・介護保険施ほ・事業所とＥ療職のま携により、介護施Ｒや自宅で、本人が希２す



る看敢りを支援することができた。

・入退院を繰り返していた方にＥ療と介護の達携により適やJなサービス提供をした

結果、入丿五院を繰り返さなくなった。

・Ｅ療及び介護サービスを一体ｍこ提供したことにより、要介護度がを度化した。

・ｍ院時に医療・介護関係者のま携により在七生ほの環境をまえ、在宅での圭きが困

難とぶわれていた方が白宅に帰ることができた。　等

[Ｒ・者募集からjl表までの流れ]

発表事例募集期ほ　　概要

発表データ

こレ

平成30年３お

平成30年３万

１日(木)

１日(木)

3JI初句　選考委員会開催(6事例を選定)

匹

3JI初句から　発表者へ決定Ｊ加を付

こし

3718日(木)発表資料の最終締めリJり(JiE等)

こし

3113日(火)発表(6事例)

※資料送付（送信）先

干860-0806　熊本市花畑ぢ１番13そぬ社）熊本県Ｆ師会

TEL 096-354-3838　FAX 096-322-6429

E-mail　kaｗａｋａｍｉ-officeOkｕｍｍｏtｏ.ｍｅｄ.ｏｒ.jｐ



「Ｅ療と介護の連携による自立支援JM修会・」き表会
のＳ表事例のl!考方法

１　選考委ａ

熊本県医師会,熊本県看護協会,熊本県老人保健施設協会,熊本県老人福祉施設協議会、

熊本県から各１名の肝５ネ

２　・表者募集から・表までの流れ

(1)平成30年３お１日(木)発表事例概要募集期ほ

(2)平成30年3J11日(木)Ｒ表データ募集期ｍ

(３)３１初や　　　選考委員会開催(6事Ｍを選定)

(４)３ｊ初句から　発表者へ決定通加送付

(5)3大J8日(木)発表資料の最れ締めリJり(訂TE等)

(6)3jJ 13 日(火)あ表(6事例)

３　発表事例の選考方法

発表事例は６事例までとし、応募事加jの中から事前にき考委員がき考する。

（1）審を方ま

51」紙「Ｅ療と介護の４携による自立ま援」発表会きぢ委員会審圭夕H紙」により選オ

委員が５段階評価により審まを行う。

大変良い（５点）　良い（４点）　普通（３点）　悪い（１点）　大変Ｓい（Ｏ点）

（2）審をli目

①自立支援度：白立支援に資するれ組みであったか。

②医療介護ま携ま：Ｋ療と介護の職種間が携がｍ来ている内容であったか。

③発表力：わかりやすい発表であったか。

（3）審査基準

を委員の合計点数が４５点以上（を項目「普Ｓ」ぶ上の評価）の事例のみを発表事

例に決定する。

４　表彰事例の選考方ま

（|）審査方ま・審をｴ回目

ｒ３　発表事例のき考方法」と同様とする。

（2）審査基準

別紙「「Ｅ療と介護の４携による自立支援」発表会選考委員会審まJ≡日紙」により

選考委員が採点し、その合計点数が高い順に表彰する。

５　表彰

（1）肖日発表考の中から、上ｲた３事例に県知事賞、熊本県Ｅ自4i会賞、選オ委員特SI」賞に
賞状と賞品を贈呈。

（2）講評：き考委員



【事タJp9容報告・紙】
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今回の発表の施ａ

またはサービスの
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自を支援を行うために必要な・療と介護の連携したな組みについて,市mT村,Ｆ療機関、

施設の環境を含む、実施サービス説明等について記載下さい。（10p,さ寄せ）

く自を支援が必要となった経緯ﾝ
ここでは、今回のＲり組みをはじめるきっかけ

となった状況や、抱えていた課題を具体的に記載
してください。（10p,t寄せ）

く具体的なl又り組みﾝ

問題解決のためのＲり組みの具体的な内容く対
象者,Ｓ療機関等との連携方法,関わった人員（人
材）構成やＲり組みの手まや手JI回,施ａぴlの連携、
あＳとしたツールやＲｍなど、ほ動成果をｉすポ
イントになった点ﾝを記載してください。
特に、費用や必Ｓな時間は、他の方４がＲり組む

際の参考になるように、ﾀlかる範囲で積極的に記
載してください。（10p,左寄せ）

く活動の成果と評価ﾝ

今回のＲり組みの成果をなるべく箇条書きで、

極力具体的な数値を示して記載してください。
また、成果やＲり組みに対する・ｍ者のａぷ、
自ａ評価（うまくいった、失敗だった、このよう
な9iが・りなかった）なども、積極白そJにＥ載して
ください。（10p,左寄せ）

く今後の課題ﾝ

今回のl又り組みの成果を踏まえ、今後、必要な
Ｒり組みと事業の継続性とその広がりﾌﾞyや追加
的に必Ｓと考える人材（職種）。（10p,と寄せ）

く参考資料などﾝ

この事例と回様のＲり組みを行おうとした時
に、参考とすべき資料があれば記載してくださ
い。（10p,左寄せ）
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